
 
 

令和 8 年度当初予算知事審査における主要な議論 

（警察本部） 

 

■ 匿流及び外国人犯罪対策（捜査ネットワーク構築・デジタル捜査機 

器の拡充）（P3） 

 

 知  事 防犯ビデオカメラ映像解析用ソフトウェアの動体検知機能

により、動きのあるシーンだけを抽出して確認すると、導入

前と比べてどの程度効率化が図れるのか。 

 担当部局 導入前は最初から最後まで人の目のみで確認していたが、動

きのあるシーンのみの確認となるため、映像解析にかかる時

間が半分にまで削減される。 

 知  事 他にもＡＩによる顔認証ができる高スペックの製品もある

が、この製品を導入してすぐに買い替えるようなことになら

ないか。 

 担当部局 この製品も最先端の製品であり、全国同規模県と比べても劣 

      らないものである。スペックの拡張性も担保されている。 

 

■ 警察官の増員に伴う経費（令和８年度増員分）（P9） 

 

 知  事 国からの増員措置による定数増については、採用によりしっ

かりと充足をしてもらいたい。 

 担当部局 警察官の採用情勢は厳しいが、定数を充足するよう人員を確

保してまいる。 
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会計

P3
匿流及び外国人犯罪対策（捜査ネットワーク構築・デジタル捜査機
器の拡充）

一般会
計

警察費 警察活
動費

項

警察活動費 刑事警察活動費

番号 事業名

事 業
期 間

令和 8年度～ 根 拠
法 令

警察法

款

針路 02

分野施策 0201

１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ

SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ
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16-1

　匿名・流動型グループによる犯罪や、外国人犯罪が
増加するとともに、犯罪が広域化・巧妙化（インターネ
ット・海外拠点）しており、悪化した県民の体感治安向
上のため、解析機器等を整備することにより事件捜査を
効率化し、事件の早期解決を図る。

　ア　スマートフォン解析用資機材の整備　47,714千円
　イ　防犯ビデオカメラ映像解析用ソフトウェアの整備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　51,920千円

（１）事業内容
　　ア　スマートフォン解析用資機材の整備　　　　　　　　47,714千円
　　　  スマートフォン解析機器、スマートフォン解析ツール効率化オプション、高性能端末の整備
　  イ　防犯ビデオカメラ映像解析用ソフトウェアの整備　　51,920千円
　　　  高機能ビューアと動態検知機能を搭載した防犯ビデオカメラ映像解析用ソフトウェアの導入
　
（２）事業計画
　　ア  スマートフォンの押収件数の多い警察署等にスマートフォン解析機器、高性能端末を配備する。
　　イ  防犯ビデオカメラ映像の押収件数の多い警察署等に防犯ビデオカメラ映像解析用ソフトウェアを配備する。
　
（３）事業効果
　　  匿名・流動型グループによる犯罪や、外国人犯罪が増加するとともに、犯罪が広域化・巧妙化しているた
　  め、解析機器等を整備することにより事件捜査の効率化・早期解決を図る。
　　　【事業指標(アウトプット)】高度なスマートフォン解析件数　7,955件
　　  　　　　　　　　　　　　　映像解析用ソフトの使用件数　 40,000件
　　　【成果指標(アウトカム)】防犯ビデオカメラ映像の解析時間削減（年間46,527時間、約49％）
　　 　 　　　　　　　　　　　匿流・外国人犯罪を含む犯罪検挙件数の増加

２　事業主体及び負担区分

(県10/10)

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

人件費（既存分）　9,500千円×1.0人＝9,500千円
人件費（増員分）　なし
組織の新設・改廃　なし

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比

決定額 99,634

前年額 0 0

― 警察本部 3 ―

県民の暮らしの安心確保

99,634 99,634

防犯対策の推進と捜査活動の強化



0

― 警察本部 9 ―

県民の暮らしの安心確保

414,562 414,562

防犯対策の推進と捜査活動の強化

前年額 0

決定額 414,562

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比

　本県警察官の業務負担は依然として過重であり、安定
した治安の回復による県民の安全で安心な生活の確保と
警察官の過重な業務負担を軽減するため、警察官175人
を増員する。
　ア　給与費　　　　　　　　　　　 　335,260千円
　イ　庁用経費　                       8,147千円
　ウ　被服費　                        58,407千円
　エ　厚生経費　                　     2,472千円
　オ　情報処理基盤の維持管理　　　     2,088千円
　カ　警察装備関係経費　　　           2,404千円
　キ　一般警察活動費　　　       　    5,784千円

（１）事業内容
　　ア　給与費：給料、職員手当、共済費　　　　　　　　　　　　　　　      335,260千円
　　イ　庁用経費：机、椅子、ロッカー　                     　　　　　　　   8,147千円
　　ウ　被服費：制服、貸与品　                                             58,407千円
　　エ　厚生経費：採用時健診、予防接種等に係る経費　          　    　      2,472千円
　　オ　情報処理基盤の維持管理：情報共有化パソコン借上料　　　              2,088千円
　　カ　警察装備関係経費：耐刃防護衣等に係る経費　　　　　　　　　　　　    2,404千円
　　キ　一般警察活動費：逮捕術関係消耗品、備蓄食料　　　 　　　　　　 　    5,784千円

（２）事業計画
　　ア　令和8年度地方警察官の増員に関する政府予算　475人（全国）
　　イ　本県に対する増員数　175人
　　　　【増員要求項目】
　　　　　(ｱ)　サイバー空間における対処能力の強化
　　　　　(ｲ)　匿名・流動型犯罪グループに対する戦略的な取締りの強化
　　ウ　警察官定数　政令定数（令和7年度）11,548人　→　（令和8年度）11,723人
　　　　　　　　　　条例定数（令和7年度）11,699人　→　（令和8年度）11,874人

（３）事業効果
　　　警察官の増員により警察官の過重な業務負担を軽減し、安定した治安の回復による県民の安全で
　　安心な生活を確保する。
　　　【過去の増員状況】　平成27年度　　平成28年度　　平成29年度　　令和 6年度　　令和 7年度　　令和 8年度
　
　　　　　増 員 数　　　　　　　61人　　　　　64人　　　　　64人　　　　　 4人　　　　 175人　　　　 175人
　　　　　政令定数　　　　　11,245人　　　11,309人　　　11,373人　　　11,377人　　　11,548人　　　11,723人
　　　　　条例定数　　　　　11,396人　　　11,460人　　　11,524人　　　11,528人　　　11,699人　　　11,874人
　　　　　　※　令和6年度については定年引上げに伴う１年期限の特例増員

２　事業主体及び負担区分

(県10/10)

３　地方財政措置の状況

普通交付税(単位費用)(款)警察費(細目)警察管理費(細
節)警察職員費(積算内容)警察官

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

警察官175人増員
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警察本部費

装備費

警察活動費

給与費　一般行政費
一般装備費　一般活動費

番号 事業名

事 業
期 間

令和 8年度～ 根 拠
法 令

警察法施行令

款

針路

会計

P9
警察官の増員に伴う経費（令和８年度増員分） 一般会

計
警察費 警察管理費

警察活動費

項 目
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